












































なステータスにある人々が参加している。なお上述した巡礼観光の 4 つ影響も、第 1 と第 3 はほぼ同




















タ（Mahabharata）（350 BC）によれば、これが書かれた当時においても、既に 300 以上の神聖な場
所で巡礼は一般的なものであった1。インド国内のさまざまな場所に、ヒンドゥー教、仏教、ジャイナ
                                                          
1 Culturalindia.net. Indian Pilgrimage - Pilgrimage Places of India - Pilgrimage in India. [online] Available 


















寺院は特に有名である。11 世紀から 13 世紀の間に作られた Dilwara 寺院には、数多くの優れた建築
物と大理石の彫刻が保存されている。 
また、イスラム教徒が多いアジュメールにある神社（Khwaja Moinuddin Chisti）、グルバルガにあ
る神社（Khwaja Bande Nawaj）、デリーにある神社（Sheikh Nizammudin Aulia）、パーニーパット
にある神社（Shah Sharaf Bin Ali）も有名である。その他に、シーク教の神聖な教会神社も、ガルワ











                                                          
2 Make in India. [メイク・イン・インディア] 商工省 産業政策推進庁 投資促進室. 
https://www.indembassy-tokyo.gov.in/Make_In_India/Field_Brochure_Tourism.pdf [Accessed 5 Jul. 2017]. 







ている。1995～2009 年までに、巡礼観光で 21％の住民に仕事を提供し、インドの全雇用の約 8.9％
を占めると推計している（Ted 1995）。同じ時期に北東アジアにおける巡礼観光での雇用は 9 万人で、















出所：外務省. (2017). インド (India). http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/india/data.html [2017 年














































して知られる Tirupathi Devasthanam に献花するために、ピーク時期には、毎日 20 トン以上もの花
が必要となる。その花は、バンガロールから供給され、Tirupathi Devasthanam で使われる花の売上
高は一日 30 万ルピー以上にも上る。プリにある Jagganath Temple では、大きな服に書かれた絵、
有名な Patta Chitra（服および紙に書かれた絵）、ヤシの葉の作品、手作りの服、カーテンなどが売
られている。シニア・アーティストによって作られた 40 平方フィートの Patta Chitra は、国際マー
ケットで 50 万ルピー～70 万ルピーまでの範囲の価格で販売されている3。 
さらに、インドの巡礼観光地のプリで行われる Rath Yatra と呼ばれるパレードは広く知られてお
り、15 万人の巡礼者が集まる。ヒンズー教の信者達は昔からの考え方として、人々は、1 つの Patta 
Chitra またはプリの人の作品を購入しない限り、プリへの巡礼が完了しないと信じている。プリは宗
教以外にもビーチリゾートが有名であり多目的場所である。 
外国人よりも国内巡礼者が多く集まるイベント Kumba Mela（クンバ・会衆）がある。Kumba Mela
は 12 年間に一度開催され、3000 万人の巡礼者がガンジス川とヤムナー川の合流点で入浴する。これ
















                                                          
3 インド 1 ルピー= 1.54 円（平成 28 年 11 月 6 日時点） 
4 BBC News. (2013). India's Kumbh Mela festival holds most auspicious day - BBC News. [online] Available 







Five Year Plan Time Period Plan Allocation (in IRS) 
1st  1951-1956 0.00 
2nd  1956-1961 336.38 Lakhs 
3rd  1961-1966 800 Lakhs 
 1966-1967* 58.50 Lakhs 
 1967-1968* 87.65 Lakhs 
 1968-1969* 183.81 Lakhs 
4th  1969-1974 36 Crores 
5th  1974-1979 133 Crores 
6th  1980-1985 187.46 Crores 
7th  1985-1990 326.16 Crores 
 1990-1991 83 Crores 
 1991-1992 90 Crores 
8th  1992-1997 773.62 Crores 
9th  1997-2002 793.75 Crores 







※Five Year Plans, Government of India; *Indian Tourism: Economic Planning & Statistics; 
**Annual Report,2002-2003, Department of Tourism, Government of India; ***Annual Report, 
2011-2012, Department of Tourism, Government of India; ****Report of the Working Group on 
Tourism, 12th Five Year Plan (2012-2017), Ministry of Tourism, Government of India. 
出所：Khan, M., Noor, M. and Khan, M. (2014). Tourism Development in India under Government 
Five Year Plans. International Journal of Research, 1(3), p-128. 
 
インドが独立するまでは、観光部門の政策はほとんど実施されなかった。さらに独立後も、第 1 次
5 カ年計画(1951-1956)においても、観光開発のための予算は割り当てられなかった。表 2 で表してい
るように、第 2 次 5 カ年計画(1956?1961)で、中央と州政府を合わせた予算（3.36 crores IRS）5をよ
                                                          
5 1crores IRS=約 17,380,000 円（平成 29 年 7 月 2 日時点） 
創価大学大学院紀要・第 39 集・2019 年 3 月 
－－ 
うやく割り当てた。この金額のほとんどは重要な観光地の施設の建設や運営費用に使われた。 
第 3 次 5 カ年計画(1961?1966)で、観光は国の成長と発展のための道具とし、割り当てた国家予算




発、プロモーションであった。そして、第 4 次(1969-1974)および第 5 次 5 カ年計画(1974-1979)では、
観光部門は宿泊施設の増加、交通機関、個人のホテル業界へのローンなどが強調された。 
第 6 次 5 カ年計画(1980-1985)現時点では、国際観光と国内観光の両方が、多くの経済的、社会的
便益をもたらす活動とみなされるようになった。適切なインフラ・ストラクチャーの開発と同時に宿
泊施設のための投資が中心であった。観光に割りあてた国家予算 187.46 crores IRS のうち 115.46 
crores IRS は州政府によって費やされた。そして残りの 72 crores IRS は中央政府によってインド航
空の運搬能力を向上させると同時に空港のインフラ発展に使われた。 
1982 年に、インドでは観光法が制定され、1986 年には、第 7 次 5 カ年計画(1985-1990)の下で、
政府によって観光に関する全国委員会が設置された。 
第 8 次 5 カ年計画(1992-1997)では、インド政府は、観光戦略についての提案を民間から募集し、
その提案を取り纏めて 1996 年に国の観光戦略を策定した。第 9 次 5 カ年計画(1997-2002)では、主に
民間部門が必要とする経済支援、製品開発、人材開発、マーケティング、調整、モニタリング、ホー
ムステイのプログラムなどが導入された。また、第 8 次 5 カ年計画(1974-1979)で掲げられた、観光
のための発展のための取り組みも継続して行われた。 
第 10 次 5 カ年計画（2002-2007）では、観光による雇用が中心課題となった。観光部門に割り当て
る国家予算も 2,900 crores IRS（日本円約 504,020,000,000）に増加した。この予算は、主に道路、
鉄道、航空輸送、都市インフラ、文化の分野で支出された。これらによって、観光業における雇用者
数は 250 万人にまで達した。 




第 12 次 5 カ年計画（2012-2017）では、国の平均 GDP 成長率の目標が 8.2％とされている。多く








インド以外に巡礼観光が進んでいるサウジアラビアでは、2012 年に HAJJ と UMRAH の巡礼で得
た収入が GDP の 3％にも上り6 、2011 年と比較すると 10％増加していた 。新聞のガルフ・ニュー










西インドにある Tirupati Balaji 寺院は、古代宗教のバイシュナヴィズム（Vaishnavism）の寺院で
ある。この寺院は、9 世紀に建立されたと考えられている。 
そして、15 世紀までは有名でなかった寺院は、その後徐々に遠方の人々にまで知られようになった。
植民地時代（1843 年から 1932 年までの間）には寺院の経営は、ハッティラマジ（Hathiramji）修道
院の院長によって行われていた。1932 年にマドラス政府（現タミル・ナードゥ州）が、ティルマラ・
ティルパティ・デバースタナム（Tirumala Tirupati Devasthanam 略、TTD）を設置し、この経営
委員会に経営管理および他の業務を移管することとなった。TTD の委員会は、1987 年の TTD 法第
30 条第 1 附則 2 に基づき、政府によって任命された委員によって構成されている。組織図は以下の通
りである 
 
                                                          
6 Arab News. (2013). Revenue from pilgrims makes 3% of Saudi GDP. [online] Available at: 
http://www.arabnews.com/revenue-pilgrims-makes-3-saudi-gdp [Accessed 6 Jul. 2017]. 



















Tirumala.org. (2015). Tirumala Tirupati Devasthanams Trust Board. [online] Available at: 
http://www.tirumala.org/TTD%20Trust%20Board.aspx [Accessed 6 Jul. 2017]. 
 
執行役員は、TTD の最高経営責任者である。執行役員である Dr.D.Sambasiva Rao は、2 つの合同
役員によって支援される。その他に、チーフ警戒警備員、森林保全者、ファイナンシャル・アドバイ
ザー、チーフ・アカウント・オフィサー、チーフ・エンジニアも、執行役員の活動を支援している。 
インドではヒンズー教の高収入の寺院ランキングに入る Tirupati Balaji は世界で、最も高収入の寺
院である。2016 に TTD が発表した年次予算報告では、年次予算はインド・ルピー2678.07 Crores で
あった。また、インドの有名なテレビ局 ZEE NEWS によれば、Balaji 寺院には 20 トンの金とダイ
ヤモンド・ジュエリーがあり、そのうちのいくつかは 12 世紀に貯蔵されたものであるといわれてい
る。 
TTD の目的は、寺院の発展、建設と改築などである。一方、毎日約 7 万人7訪れる巡礼者のために
行列を管理するサービス、移動するための無料バス、病院、学校の提供・運営なども行っている。TTD
の予算報告書では、教育関係にインド・ルピー約 93 Crores、病院と医療関係にインド・ルピー約 173 
                                                          
7 Zee News. (2010). Tirupati temple to get Rs 52K-cr cover!. [online] Available at:  
http://zeenews.india.com/business/news/finance/tirupati-temple-to-get-rs-52k-cr-cover_12518.html [Accessed 



















近年、インド政府は Swadesh Darshan Scheme（国内観光計画）を発表している。現在、モディ














                                                          
8 PM Jan Dhan Yojana. (2015). Swadesh Darshan Scheme Yojana - PM Jan Dhan Yojana. [online] Available 
at: http://pmjandhanyojana.co.in/swadesh-darshan-scheme/ [Accessed 5 Jul. 2017]. 
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